
令 和 ３ 年 度 静 岡 県

ク リ ー ニ ン グ 師 試 験 問 題

（指示があるまで開いてはいけません。）

解 答 上 の 注 意

１ 試験問題の数は30問で、解答時間は80分です。

２ 解答は、「解答用紙」に記入してください。

３ それぞれの問題には、３つの答えが書いてあるので、その中から適切なものを１

つ選び、該当する□の中に○印を記入してください。

（例） ［問題］ 静岡県の県庁所在地として、正しいものはどれか。

１ 沼津市

２ 静岡市

３ 浜松市

正解は静岡市なので、解答用紙には次のように記入してください。

１ ２ ３

□ □ □
４ １つの問題に対して２つ以上解答した場合は、不正解です。誤って記入した場合

は、消しゴムで完全に消してから記入してください。

５ 問題は持ち帰って構いません。

６ その他試験については、試験係員の指示に従ってください。





衛生法規に関する知識

[問題 １］ 次のクリーニング業法第１条についての記述のうち、（ ）

にあてはまる語句の組合せとして、正しいものはどれか。

この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要

な（ ア ）を行い、もってその経営を（ イ ）に適合させるとと

もに、（ ウ ）の擁護を図ることを目的とする。

（ ア ） （ イ ） （ ウ ）

１ 啓発及び取締り ―― 業界の規制 ―― 営業者の利益

２ 保護及び取締り ―― 経済の安定 ―― 消費者の利益

○３ 指導及び取締り ―― 公共の福祉 ―― 利用者の利益

[問題 ２］ 次のクリーニング業の定義についての記述のうち、正しいも

のはどれか。

○１ 「クリーニング業」とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類その他

の繊維製品又は皮革製品を原型のまま洗たくすることを営業とす

ることをいう。

２ 「営業者」には、洗濯をしないで洗濯物の受取及び引渡しをする

ことを営業とする者は含まない。

３ 「クリーニング師」とは、厚生労働大臣がクリーニング師試験に

合格した者に与える免許を受けた者をいう。



[問題 ３］ 次のクリーニング業法における営業者の衛生措置等について

の記述のうち、誤っているものはどれか。

○１ 営業者は、洗たく物の洗たくをするクリーニング所に、業務用の

機械として、洗たく機及び脱水機をそれぞれ少なくとも２台以上備

えなければならない。

２ 洗場については、床が不浸透性材料で築造され、これに適当なこ

う配と排水口を設けなければならない。

３ 洗たく物を洗たく又は仕上げ終わったものと終わらないものに

区分しておかなければならない。

[問題 ４］ 伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれがあるものとして

クリーニング業法施行規則で規定する洗濯物についての記述の

うち、誤っているものはどれか。ただし、いずれも伝染病の疾

病にかかっている者が使用したものではなく、営業者に引き渡

される前に消毒されていないものとする。

１ 家庭で使用されたタオル

○２ 工事現場で着用された作業着

３ 病院において療養のために使用された寝具

[問題 ５］ 次の利用者に対する説明義務等についての記述のうち、正し

いものはどれか。

１ クリーニング所においては、当該クリーニング店に勤める業務従

事者全員の氏名、住所及び生年月日を店頭に掲示しなければならな

い。

２ 営業者は、洗たく物の受取及び引渡しをしようとするときは、あ

らかじめ、利用者に対し、洗たく物の保管期限について説明しなけ

ればならない。

○３ 無店舗取次店においては、苦情の申出先となるクリーニング所又

は無店舗取次店の名称、クリーニング所の所在地又は車両の保管場

所並びに電話番号を記載した書面を配布する。



[問題 ６］ クリーニング業法における営業者の届出について、クリーニ

ング所を開設する者が、あらかじめ届け出なければならない事

項についての記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 従事者数

○２ クリーニング師以外の従事者の氏名

３ 営業者の本籍

[問題 ７］ 次のクリーニング業法における免許申請手続等についての記

述のうち、誤っているものはどれか。

１ クリーニング師試験に合格した者が、クリーニング師の免許を受

けようとする場合、その者が合格した地の都道府県知事にその旨の

申請をしなければならない。

○２ クリーニング師は、その本籍又は氏名を変更したときは、１月以

内に、免許証の訂正の申請を免許を与えた都道府県知事にしなけれ

ばならない。

３ クリーニング師が免許証を破り、汚し、又は失ったときは、その

旨を書き、破り、又は汚した場合においてはその免許証を添え、１

月以内に免許を与えた都道府県知事に再交付の申請をしなければ

ならない。

[問題 ８］ 次のクリーニング業法におけるクリーニング師の研修につい

ての記述のうち、正しいものはどれか。

クリーニング所に従事するクリーニング師は、業務に従事した後

（ ア ）年以内に研修を受けるものとする。その後は、（ イ ）

年を超えない期間ごとに研修を受けるものとする。

（ ア ） （ イ ）

１ ３ ―― ７

２ ２ ―― ５

○３ １ ―― ３



[問題 ９］ クリーニング業法における都道府県知事による立入検査につ

いての記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 都道府県知事は、必要があると認めるときは、クリーニング所及

び業務用車両に対する立入検査を行わせることができる。

２ 立入検査を実際に行う者は、環境衛生監視員と称されている。

○３ 都道府県知事は、立入検査を拒み、妨げ又は忌避した者に対して、

罰則を科すことができない。

[問題 10］ 次のクリーニング業法における地位の承継についての記述の

うち、正しいものはどれか。

○１ 営業者について相続があったときは、営業者の配偶者又は子以外

の相続人であっても、営業者の地位を承継することができる。

２ 営業者の地位を承継した者は、施設設備が同一であっても、再度

届出を行い、承継したクリーニング所の検査を受けなければならな

い。

３ 営業者の地位を承継した者は、１年以内に、その事実を証する書

面を添えて、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。



公衆衛生に関する知識

[問題 11］ 次の日本国憲法第２５条についての記述のうち、（ ）にあ

てはまる語句の組合せとして、正しいものはどれか。

すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。

国は、すべての（ ア ）について、社会福祉、（ イ ）及び公衆

衛生の向上及び増進に努めなければならない。

（ ア ） （ イ ）

１ 社会部面 ――― 生活衛生

○２ 生活部面 ――― 社会保障

３ 経済部面 ――― 環境衛生

[問題 12］ 次の健康の定義についての記述のうち、（ ）にあてはまる

語句の組合せとして、正しいものはどれか。

（ ア ）憲章では、「健康とは、肉体的、（ イ ）及び社会的に

完全によい状態にあることであり、単に疾病又は虚弱でないというこ

とではない。」と定義づけている。

（ ア ） （ イ ）

１ ＦＡＯ ――― 衛生的

２ ＵＮＥＰ ――― 文化的

○３ ＷＨＯ ――― 精神的



[問題 13］ 次の感染症についての記述のうち、誤っているものはどれか。

○１ 感染症の原因となる病原体は、ウイルスに限定される。

２ 感染症には、動物や昆虫から感染するものもある。

３ 感染症に罹患しても、ほとんど症状が出ずに終わってしまう場合

もある。

[問題 14］ 次のクリーニング店における感染症対策についての記述のう

ち、誤っているものはどれか。

○１ 従業員がインフルエンザに罹患し症状が出ている間は、二次感染

に注意しながら従事させる。

２ 従業員に対して「手洗い」の徹底を図ることは、感染症の予防策

として効果がある。

３ 洗濯物に存在する微生物汚染については、時間経過とともに増殖

する可能性があるため、取扱いに留意する必要がある。

[問題 15］ 次の消毒が必要な洗濯物の消毒方法についての記述のうち、

誤っているものはどれか。

１ 感染症対策としてのクリーニング所における消毒方法には、高熱

による処理法と消毒剤による処理法とがある。

２ 塩素剤による消毒方法では、遊離塩素２５０ｐｐｍ以上の水溶液

中に３０℃以上で５分間以上浸す必要がある。

○３ クリーニング所における指定洗濯物の消毒方法として、８０℃の

蒸気で１分間触れさせる方法がある。



[問題 16］ 次のノロウイルスに係る吐ぶつが付着したリネン類の処理に

ついての記述のうち、（ ）にあてはまる語句として、正しい

ものはどれか。

リネン類の下洗いの際には、付着した汚物中のウイルスが飛び散ら

ないよう注意しながら、（ ）が１，０００ｐｐｍ以上になるよ

うにして消毒をする。

１ アルコール

２ 逆性石鹸

○３ 次亜塩素酸ナトリウム

[問題 17］ 次のクリーニング所の施設の立地、構造や設備についての記

述のうち、正しいものはどれか。

１ 建築基準法では、住居系・商業系用途地域における引火性溶剤を

用いるドライクリーニング工場の立地が認められている。

○２ ２０１０年から「クリーニング所における衛生管理要領」に引火

性溶剤の取扱いについて追加されている。

３ 水質汚濁防止法に基づき、すべてのクリーニング所は、特定施設

として届出義務がある。

[問題 18］ 次の標準営業約款制度（Sマーク制度）についての記述のうち、

誤っているものはどれか。

○１ 標準営業約款制度（Sマーク制度）は、消費者保護基本法に基づ

く制度である。

２ 標準営業約款制度（Sマーク制度）は、消費者保護のための制度

である。

３ 標準営業約款制度（Sマーク制度）は、現在、クリーニング業、

理容業等５業種について設定されている。



[問題 19］ 次の廃棄物の処理についての記述のうち、（ ）にあてはま

る語句として、正しいものはどれか。

「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に基づき、クリーニング

所で使用されたテトラクロロエチレンや石油系溶剤などを含む廃油

等の廃棄物は（ ）に分類され、その処理に関する業務を適切に

行わなければならない。

１ 特定化学産業廃棄物

○２ 特別管理産業廃棄物

３ 有機溶剤産業廃棄物

[問題 20］ 次のドライクリーニング溶剤に関する規制についての記述の

うち、誤っているものはどれか。

○１ テトラクロロエチレンは、水道法に基づき排水基準が規定されて

いる。

２ テトラクロロエチレンは、第２種特定化学物質に指定されている。

３ 石油系溶剤は、引火性で消防法や建築基準法の規制を受ける。



洗濯物の処理に関する知識

[問題 21］ 次の繊維の種類とクリーニング性を示した表のうち、（ ）

にあてはまる語句の組合せとして、正しいものはどれか。

（ア） （イ） （ウ）

１ ポリエステル ― レーヨン ― アセテート

○２ レーヨン ― アセテート ― ポリエステル

３ アセテート ― ポリエステル ― レーヨン

[問題 22］ 次の染色加工工程についての記述のうち、誤っているものは

どれか。

１ 精錬は、不純物を除去して、染色や漂白を均一に行うための前工

程である。

２ 漂白は、繊維に含まれる色素、不純物を化学的に分解して白くす

る、または鮮明色に染める前に行う工程である。

○３ 後処理は、染色、漂白の後、不足分の染料を追加し、色合いを濃

くする工程である。

繊維の種類
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ性 ｸﾘｰﾆﾝグでの

主な注意点ﾄﾞﾗｲ ｳｪｯﾄ ﾗﾝﾄﾞﾘｰ

天
然
繊
維

植物繊維 綿・麻 ○ ○ ○ 水で収縮しやすい

動物繊維 絹 ○ △ × 水で収縮、毛羽立ち

化
学
繊
維

再生繊維 （ア） ○ △ ×
水で艶・光沢に変化、ｼﾜ、

収縮、強度低下

半合成繊維 （イ） ○ △ × 水で艶・光沢に変化、ｼﾜ

合成繊維 （ウ） ○ ○ ○
ﾄﾞﾗｲ、ﾗﾝﾄﾞﾘｰとも逆汚染

しやすい



[問題 23］ 次の繊維加工についての記述のうち、誤っているものはどれ

か。

○１ フロック加工は、プレスではアイロンを強く押し当てて処理する

必要がある。

２ モアレ加工は、水洗いやスチームで模様が消失しやすい。

３ シワ加工は、綿やレーヨンの場合、ローラーで型をつけた後に樹

脂加工する。

[問題 24］ 次の肩パッドについての記述のうち、（ ）にあてはまる語

句の組合せとして、正しいものはどれか。

肩パッドは、大別すると、セットインパッドと（ ア ）パッドの２

種類ある。また、素材の組合せによるものと、素材単独でつくられる

ものの２通りあり、組合せ肩パッドは、（ イ ）・（ ウ ）・中わたの組

合せで、素材は使用目的に合わせて決められる。

（ア） （イ） （ウ）

１ セットアウト ― 外わた ― 内わた

○２ ラグラン ― 上布 ― 下布

３ ユリア ― 山布 ― 谷布

[問題 25］ 次の溶解性から分類した汚れの種類の表のうち、（ ）にあ

てはまる語句の組合せとして、正しいものはどれか。

（ア） （イ） （ウ）

１ カビ ― 化粧品 ― 塩

○２ デンプン ― ペンキ ― セメント

３ グリース ― たんぱく質 ― 墨汁

水溶性汚れ
汗、果汁、アルコール、アンモニア、（ ア ）な

ど

油性汚れ
油脂、皮脂、機械油、脂肪酸、タール、（ イ ）

など

不溶性汚れ 泥、粘土、金属粉、細菌、（ ウ ） など

特殊な汚れ 色素、サビ など



[問題 26］ 次のリネンサプライについての記述のうち、誤っているもの

はどれか。

１ リネンサプライとは、シーツ、タオル類、クロス、ナプキンなど

を、クリーニングサービス付きで繰り返し顧客に貸す業態を指す言

葉である。

○２ リネンサプライの種別のうちで洗濯作業上では、ホテルリネン、

産業リネン、鉄道リネンは、それぞれ個別に厚生労働省から「指導

基準」又は「衛生基準」により消毒や洗濯の方法などが示されてい

る。

３ リネンサプライによる洗濯処理は、通常のランドリーに比べて大

量に処理するため連続洗濯システムで処理されることが多い。

[問題 27］ 次の各繊維素材と標準的仕上げ温度を示す JIS アイロン表示

記号の表のうち、（ ）にあてはまる記号の組合せとして、正

しいものはどれか。

（ア） （イ） （ウ）

○１ ― ―

２ ― ―

３ ― ―

[問題 28］ 次のウェットクリーニングの対象品についての記述のうち、

誤っているものはどれか。

○１ ドライクリーニング対象品であるが、不溶性汚れを除去する必要

がある製品

２ ドライクリーニングが不可能な製品

３ 機械力を抑える必要がある製品

繊維名 綿 ナイロン ポリウレタン 麻
ポリ塩化

ビニル
毛

JIS

L 0001

アイロン

表示記号

（ ア ） （ イ ） （ ウ ）



[問題 29］ 次の溶剤の特性とドライクリーニング適性との関係を示した

表のうち、（ ）にあてはまる語句の組合せとして、正しいも

のはどれか。

（ア） （イ） （ウ）

１ 大きい ― 大きい ― 小さい

２ 大きい ― 小さい ― 大きい

○３ 小さい ― 大きい ― 大きい

[問題 30］ 次のドライクリーニング溶剤の安全管理についての記述のう

ち、誤っているものはどれか。

１ 洗濯物に石油系溶剤が残留した場合、化学やけど（皮膚障害）が

発生する。

２ 石油系溶剤を使用する場合、１年に 1回機械の自主検査を実施し、

記録を３年間保存する。

○３ テトラクロロエチレンを使用する場合、ドライクリーニング機を

取り扱う労働者に対し健康診断を行い、健康診断を行ったときは、

環境省に報告する。

溶剤の特性 クリーニング適性

洗浄性

粘度、表面張力
（ ア ）ほど、衣料に浸透しやすく、きれ

いに洗える。

水の溶解度
（ イ ）ほど、水溶性の汚れの洗浄に効果

的である。

ｶｳﾘﾌﾞﾀﾉｰﾙ値(KB 値)
（ ウ ）ほど、油溶性の汚れの洗浄力が大

きく、洗浄時間を短縮できる。




